
三菱グループにより設立されたダイヤ高齢社会研究財団（ダイヤ財団）では、設立30周年を機に、

多くの会社に共通の課題である「仕事と介護」をテーマに、三菱グループの企業にお勤めの皆さまを

対象としたアンケート調査を、以下のとおり2段階で実施しています。

第１段階調査

2024年度 <実施済>

全社員が対象

初回アンケートの後、

同じ方に約3年間、

３か月に1度、簡単

な継続アンケートに

ご協力いただきます働きながら家族を介護している

「ワーキングケアラー」が全体の

7.7％を占めること、社員の約半数

が親に何らかの生活支援を行ってい

ることなどがわかりました

 第2段階調査は第1段階調査とは連続しない、
独立した調査です。

第２段階調査

2026～28年度

現在介護中 または

近い将来介護を担う

可能性のある方が対象

今回

今回の調査（第2段階調査）の概要

 調査の目的

 介護・就労の状況、職場環境、仕事と介護の両立に関する課題、就労の継続に関する考え方

等を継続的に尋ねることを通じ、企業が取り組むべき支援策や職場環境のあり方を探ります。

 調査対象者（ご所属会社を通じて募集いたします）

 今回の調査にご協力くださる三菱グループの企業にお勤めで、以下のいずれかに該当する

身近な家族・親族のおられる方

 上記①または②に該当するかどうかはっきりしない方も、ぜひご参加ください。

 調査の構成

 「初回アンケート」の後、３か月毎に2028年12月まで「継続アンケート」を実施

① 現在、介助や手助けが必要（要介護認定の有無は問いません）

② 現在は介助や手助けは不要だが、最近の健康状態や生活の様子から、

5年程度以内に介助や手助けが必要になりそう

 回答方式など

 無記名。選択肢方式 （「その他」を選んだ場合など、一部記述回答があります）

 質問数と

所要時間

 実施スケジュール（◎：初回アンケート、●：継続アンケート）

継続アンケート初回アンケート

10問 5分程度30～50問 15～20分程度（※）

（※）介助・手助け相手
が特に多い方は所要
時間が延びる場合が
あります。
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 途中からご参加の方も含む全ての皆さまについて、2028年12月が最終回の予定です。

 新規参加は2028年9月まで受け付けます。

途中から参加の場合の例

（2026年5月作成）


